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Ⅰ 問題の所在 

 20 世紀は言語の世紀と言われ、また言語論的転

回が起こったとされる。フェルディナン・ド・ソ

シュールの『一般言語学講義』を嚆矢としてフラ

ンスの構造主義は世界に広まり、哲学では分析哲

学へ移行し、歴史学ではメタヒストリーの観点が

導入され、社会学では社会構築主義が強調されて

久しい。20 世紀は、さまざまな学問領域で、言語

を基盤とした「転回」が遂行されたことは、あら

ためて指摘するまでもない。世界があって言語が

あるのではなく、言語が世界をあらしめるという

世界観の更新は、さまざまな学問の見直しを迫っ

たのである。 
 しかし、国語教育は、学習指導要領から日々の

授業にいたるまで、言葉を道具とする用具主義的

言語観の域をいまだに出ていない。指導要領は、

「事実と意見」は区別できるという前提に立ち、

文学の授業では、作者を読みの起源とし文学作品

は作者の意図が反映された媒体としか見ていな

い。 
これらのことは、繰り返し強調してきたことで

あり、丹藤(2014)において詳述したので、これ以

上立ち入らないが、村上による本実践の目的は、

言語の教科でありながら、言語論的転回に向き合

おうとせず、用具主義的言語観のままでいること

になんの問題も感じていない国語教育に対する

異議申し立てである。言語論的転回に立つことで、

国語教育それ自体が教材研究から授業にいたる

まで〈転回〉しなければならないはずなのである。

そして、中学生に言語が世界をあらしめていると

いう観点に立たせることで、生徒の世界に対する

認識の変容を促す。言語観の転換による世界を見

る仕方を変える。そこに、本実践の教育的な意味

がある。 
 AI（人工知能）が社会に導入されるなど、変化

の激しい今日、世界があって言葉は道具だとする

素朴実在論では、新たな認識に対応できないこと

は自明である。言語観の転換により、言葉が世界

を創っているという地平に子どもたちを立たせ

ることは、喫緊の課題であることは疑いを容れな

い。本実践が、言語論的転回による授業改善のた

めの一助となることを願うばかりである。（丹藤）      

 
Ⅱ 国語科における言語観 

１ 言葉を道具として捉える言語観 

 国語科の授業において扱う文章には、「文学的

な文章」と「説明的な文章」がある。「説明的な文

章」を読むときには、「事実と意見」を区別するこ

とが求められる。特に、この「事実と意見」は、

新学習指導要領や各社の教科書を見ても、読むこ

とだけでなく、話すこと・聞くこと、書くことの

全領域において、切り離して考えることが求めら

れている。しかし、守田庸一(2012)は、二つを別

概念として認めたうえで、指導要領の要求に対し

て次のように指摘している。 
事実を現実の世界から切り取ってくる段階

で、既に筆者の見解が反映されている。「間接

的な事実」であれば、筆者が接した情報の発

信元の見解がさらに加わることになる。つま

りここでの「事実」とは、本来「意見」と明

確に区分することができない概念である。 
（下線・太字は村上による。以下、同様） 

この守田の説を受けて、丹藤博文(2014)は次の

ように指摘している。 
守田の言うように、言語表現を「事実」と

「意見」に区別することなどそもそもできない。 
国語科の中に文学教育を位置づける、とする

ことの前提となる言語観とは、言語はコミュ

ニケーションとしての〈伝達〉や思考のため

の〈道具〉であるとする「用具主義的言語観
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（言語代用説）」であろう。これは、〈事実〉

や〈現実〉があって、言語はそれを名付ける

という、ソシュールの用語で言えば、「言語目

録名称観」にほかならない。言語の第一義的

な価値とは、〈コミュニケーション〉や〈名付

け〉なのであり、〈事実〉や〈現実〉があって

それを伝えるために言語があるとする見方

である。 
 〈事実〉と〈意見〉なるものが存在し、それら

に「事実」と「意見」と〈名付け〉ることで、伝

達や思考を行う。言葉はそれを可能にするための

〈道具〉である。この考え方は二つの錯覚を含む

という指摘である。 
一つは、〈事実〉と〈意見〉なるものが存在する

という錯覚である。〈事実〉と〈意見〉なるものが

存在するのではなく、私たちはスペクトラム（連

続体）を「事実」「意見」という言葉によって分節

しているだけだ。 
もう一つは、言葉が伝達や思考のための〈道具〉

であるという錯覚である。私たちはスペクトラム

をそのままに捉え、伝達や思考を行うことはでき

ない。伝達や思考以前に、言葉による文節を行う

ことで、やっとその一部を捉えることができるの

だ。言葉は世界を理解するための〈道具〉ともい

えるが、そもそも言葉の外側は言葉によってしか

とらえられない。人間にとって言葉は〈道具〉な

どではなく、世界そのものだといえる。 
そもそも、筆者の意見が反映されているはずの

「説明的な文章」から〈事実〉と〈意見〉を分け

ることも、世の中に溢れる情報から〈事実〉と〈意

見〉をより分けて選ぶことも不可能である。 
しかし、〈事実〉と〈意見〉は存在し、「事実」

と「意見」として扱うことができ、言葉はそのた

めの〈道具〉であるという言語観が、学習指導要

領と教科書、そして多くの授業を支えているのだ。 
２ 言葉を実体として捉える言語観 

ソシュールは文字や音声をシニフィアン（意味

しているもの）、それからイメージされるものを

シニフィエ（意味されているもの）、二つを合わせ

たものをシーニュ（記号）と呼び、言語の恣意性

を指摘した。これは、言葉と指示対象が一対一の

関係にはないということであり、各人が言葉によ

って世界を区切って理解しているということで

ある。この考え方を受容できていないことが、先

に述べた「事実と意見」の話につながる。 
「文学的な文章」を読むとき、作者の意図を忖

度したり、作者の伝記や書かれた時代に解釈の根

拠を求めたりすることがある。これは言語に指示

対象があるとしているからである。例えば、フラ

ンスで「パピヨン」と呼ぶ生物を、日本では「蛾」

と「蝶」と呼んで区別する。そして、別の生物と

して存在を認識する。「蛾」、「蝶」を実体として扱

ってしまうのである。この場合、言葉によってそ

のように世界を区切っているだけで、そこにある

のが客観性ではなく恣意性だということに気づ

くことはできない。「蛾と蝶」「事実と意見」「作者

の意図」のように、言葉を実体として扱うことで、

あたかもそれがあるように錯覚し、作品そのもの

を読むことから遠ざかってしまうのである。 
しかし、実際は「作者の意図」「主題」「時代背

景」「作者の境遇」などを問うたり、関連させて読

む実践は多い。言葉の恣意性を考えず、言葉を実

体として捉える言語観のもと、作品や指導方法の

研究が行われているということである。 
３ 国語科における言語論的転回受容の価値 

自らの写像理論を否定したウィトゲンシュタ

インは、言語ゲーム、家族的類似という考え方を

生み出した。そして、神や意識そのものではなく、

言葉の意味を分析することでそれらを探ろうと

した。〈神〉ではなく「神」という言葉の意味を探

ることで〈神〉を明らかにするという方法の転回、

これが言語論的転回である。 
国語科において、言語論的転回を受容する価値

は大きく二つある。一つは、言葉を道具として捉

える言語観から脱却し、言葉の力、信頼を回復で

きるということ。もう一つは、言葉を実体として

捉える言語観から脱却し、より広い視野でテクス

トを捉えることができるということである。 
本稿では、国語科における言語論的転回は、哲

学的教材と、学習者主体の問題解決的学習過程に

よって可能になるのではないかと仮説を立て、実

践を紹介することで、その価値と方法を具体化し

ていきたい。 
 

Ⅲ 言語論的転回受容に向けた実践 

１ 学習者に言語論的転回を促す単元構想 

（１）実践について 
 ここに取り上げる実践は、愛知教育大学附属岡

崎中学校で 2018 年 9 月から 10 月にかけて筆者が

３年生に対して行ったものである。表１はその単

元構想表である。 
（２）教材について 
 本実践では、随筆『14 歳の君へ どう考えどう

生きるか』（池田晶子）のⅣ章「言葉」を扱った。

これは、言葉は道具ではなく、世界や人を創るも

のであると訴え、言葉に対する見方に変化を促す

ものである。言葉には人を傷つける力もあるとい

った内容の作文や動画にふれたことがある子ど

もは、抵抗なく筆者の主張に耳を傾ける。しかし、 
「意味とは何か」、「言葉の意味は、だれが創った」 

丹藤 博文　・　村上 智彦

－218－



 

中学校における〈言語論的転回〉の授業

－219－



という問いと、筆者の答えを難解だと感じ、互い

の解釈を交流させたいという意欲をもつ。そして、

言葉と意味の関係を読み解く中で、人間にとって

「言葉こそが世界を創って」いることを実感する。

学習者を「言語実体論」から解放し、言語論的転

回を促すだけでなく、言葉によって言葉の外へ向

かえと鼓舞する教材である。なお、同じ池田晶子

の『言葉の力』という教材が 2006 年度版『伝え合

う言葉 中学国語３』（教育出版）に書き下ろされ

ているが、より挑発的な本教材を扱った。 
（３）子どもの思いと教師のてだて 
 まず、教師は、動画「言葉は弾丸にもなる」（AC
ジャパン）を提示し、言葉は弾丸以外にどのよう 
なものになるかを問う。子どもは、比喩を用いて

言葉の性質を表現するうちに、言葉は表現するた

めの道具であるという考えを形成する。そこで、 
教師は『14 歳の君へ どう考えどう生きるか』（池

田晶子）のⅣ章「言葉」を提示する。子どもは、

「意味とは何か」、「言葉の意味は、だれが創った」

という筆者の問いを受けた感想交流の中で、言葉

のもつ力について考え始める（問いをもつ力）。そ

して、子どもは、「本当に言葉は人間を支配してい

るといえるのか」という問題を解決したいと考え

追究を始める。 
次に、追究を始めた子どもが、内容のまとまり

を考えながら読み解いていく。そこで、教師は、

文章を精読できるように、一文ごとに改行された

ワークシートを用意する。ワークシートを用いて

考えることで、一語一語の意味と文脈を意識して、

自分の経験や知識と照らし合わせ、具体例を想起

しながら読む。そして、納得できる部分とできな

い部分を精選しながら追究を進める。その後、追

究中に得た気づきを学級全体で共有するために、

意見を交流する時間を設定する。文章を精読した

ことで、本文を踏まえて自分の考えた具体例を交

流することができる。そして、池田の主張を裏づ

ける具体例が多く挙げられることで、言葉には認

識を支配・左右する力があり、人間を人間たらし

めているという見方が実感を伴って共有される。 
しかし、子どもは筆者の「だからこそ、本を、

古典を読みましょう」という主張については、昔

の言葉を学ぶ勧めだと考えたり、前段とのつなが

りが納得できなかったりする。そこで、「真実を語

る言葉を学ぶことで、価値観や考え方が広がる」

と考える子どもを指名する。そして、その考えと

の差異を吟味できるように、教師は、「古典の価値

とは何か」と問い、意見交流の論点をしぼる。こ

れまでの交流で出された読み取りや具体例を踏

まえて意見を交わす中で、古典は時空を超えた普

遍的な言葉であり、読むことで賢い自分を創って

いけるという考えが共有される。 
最後に、言葉のもつ力を実感できるように、教

師は単元まとめを書く時間を設定する。子どもは、

これまでの学びを踏まえて、故人である著者と対

話しながら書く。そして、言葉を選び、使い方を

考えて、自分の認識の変容をこれまでよりも詳細

に書くことで、思考が深まる感覚を味わい、言葉

のもつ力を実感する。 
２ 転機となる授業の実際 

（１）既成概念にとらわれる学習者（第 9 時） 

本時は、「言葉には人の認識を支配・左右する

力がある」という考えを共有することをねらっ

た。 

注目生徒の鈴木（以下、学習者名は全て仮名）
は、前時の授業日記に次のように記述した。 

言葉に人間を支配する力はない。人間は自
分の好きな言葉を操る。言葉が世界を創った
などと考える必要もない。言葉は生活や人間
関係をよくするための道具で、時代のニーズ
や人の心情によって変わるものだ。常に人間
が支配し、進化させてきた。言葉は人間の道
具であり、人間とともにある親しいものだ。 

 このように、前時、感想交流を終えた鈴木は、

言葉は人間の「道具」であると考えていた。これ

は、彼が「用具主義的言語観」で言葉を捉えてい

ることを如実に示している。本時では、「本当に

『言葉が人間を支配している』のか」という問題

について意見交流を行った。表２はその記録の抜

粋である。 

 授業前半、言葉はあくまで人間が支配する道具で

あるという意見や、支配ではなく共存や依存だとい

う意見が出された。また支配されていることを認め

る意見や、迷信を例にして、一部支配されていると

いう意見が出された。その中で、鈴木 15は「大げさ

なこと」と、本文を引用しながら言葉が人間を支配

していることを否定する発言をした。そこで、教師

は、「言葉は人がたどり着くことのできない『意味』

を示している」と考える田中を指名した。田中 18は

「前提となる共通認識が必要だ」、「意味ありきの言

葉で、意味を人が創っていない」と、本文を引用し

ながら「意味」を人が創り出していないことを述べ

た。これに対して、佐藤 24は反論し、木村 29は「動

く」という言葉を例にして賛成した。そこで、教師

32 は各自の考えた言葉が人間を支配している具体

例を交流する時間を設定した。すると、倉田 34は消

しゴムを例に挙げながら、「自然にあったものと人工

物では違いがある」と、木村 29に一部賛成の意見を

述べた。しかし、板垣 35 は、「物に対する名前は、

単に人がつけたものだ」と反論した。最後に、鈴木

38は「川」を例に挙げながら、認識が先にあるとし

ながら、「これだと名づけたのは人間だから、やはり
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人間が言葉を創ったということだ」と発言した。 

注目生徒の鈴木は、本時の授業日記に次のよう

に記述した。 
   最初からあった意味に対して、その概念

を言葉として使いたいがために、名称をつ

けた。それは自分たちの便利さのためにし

たことだから、人間が言葉を創造したとい

える。だから、思うように変えていいし、

人間が支配しているのだ。 
 前時の授業日記と比べて意味が先に存在して

いたことは認めているが、それがかえって新しい

見方で捉えることを妨げていることがわかる。ま

た、「意味」「概念」という言葉を使っているもの

の、「名称をつけた」という記述からは、鈴木が

「言語名称目録観」に立ち、言葉は指示対象と結び

つくと考えていることがわかる。田中 18が述べた

「前提となる共通認識」に論点をしぼり、名づける

前に意味を共有できた不思議さについて考える必要

があった。 

（２）言語論的転回に立つ学習者（第 13 時） 
本時は、「古典は時空を超えた普遍的な言葉で

あり、読むことで賢い自分を創っていける」と

いう考えを共有することをねらった。 

注目生徒の鈴木は、前時の授業日記に次のよう
に記述した。 

筆者は、よい言葉に多くふれることで賢い
人間になれると言いたいから、よい言葉に多
くふれられる本や古典を読んで、言葉を大切
にしていこうと訴えている。僕は言葉と共存
していると考えているので、「言葉を大切に
しよう」という考えには賛成だ。 

 このように、前時の意見交流を終えた鈴木は、

「だからこそ、本を、古典を読みましょう」とい

う筆者の言葉を「言葉を大切にしていこう」と解

釈し、賛成していた。本時では、「『本を、古典を

読みましょう』とは何が言いたいのか」という問

題について意見交流を行った。表３はその記録の

抜粋である。 

 授業前半、知識や語彙を増やしてほしいのだ

ろうという意見や、言葉を大切にしてほしいの

だという意見が出された。また、新しい言葉を

知ることで感性を磨いてほしいのだという意見

や、メールなどの新しいメディアを擁護する意

見が出された。その中で、鈴木 15はいろいろな

言葉にふれて賢くなろうということだと述べ、筆

者の主張を肯定した。そこで、教師は、今も残る真

実を語る言葉を学ぶことで、価値観や考え方が広が

り、賢くなれると考える木村を指名した。木村 21

は「古典として残っているということは、その当時

から評価されていたり、美しく感じられたりしてい

たはずだ」と、残っているものは評価されたものだ

という意見を述べた。そこで、教師 22は筆者の述

べる古典の価値とは何かに論点をしぼった。まず、

田中 30は古い文章が古典ではないと定義した。更

に、本と古典は並立か否かが話題にのぼった。多く

のつぶやきや発言により、筆者は本の中でも特に古

典を読むことを勧めているという考えが共有され

た。その中で、藤原 68は古典が今まで残っている

ことが奇跡だとして、木村 21の意見に賛同した。

時間 発言者 授業記録 

  「言葉は神」だとか、「言葉が世界を創

った」とか、こんな大げさなことを考

える必要はない。最近では若者言葉が

問題視されているが、これこそ言葉が

人のニーズに合わせて変化していると

いうことだ。人間が言葉を利用して、

より便利な生活のために使っていけば

よい。 

僕は言葉が人間を支配している派だ。

筆者は言葉の意味について語ってい

る。意味は存在しているが見えない

し、どこにあるかわからない。大昔の

たった一人が創ったものでもなく、そ

の前提となる共通認識が必要になる。

言葉の意味は人が創ったものではな

い。意味ありきの言葉で、意味を人が

創っていないのに、言葉を人が創った

というのはおかしい。人間は依存して

いるというだけで、人が言葉を支配し

ているわけではない。 

世界があったからこそ物が存在してい

たのではないか。 

目に見えない意味が先だ。世界が先に

あったらおかしい。意味の後づけにな

る。言葉というのは意味ありきだ。 

田中君が言いたいことは、現象を言葉

という形に表しているということだ。

概念に人が名前をつけているだけだ。

「動く」という現象は地球からすれば

あたりまえだが、人間が言葉として表

したのだ。 

「動く」のような例があるとわかりや

すい。田中君の説明にしっくりくる例

はあるか。 

「消しゴム」だと、いろいろな言葉が

合わさってできている。「消す」は木村

君の言っていたように、現象に名前を

つけている。「ゴム」はゴムの木から

だ。山などの自然にあったものと人工

物では違いがある。 

物に対する名前は、単に人がつけたも

のだ。 

「川」で説明すると、川について「水

が流れている」という認識を人がもっ

ていた。それを何と呼ぼうか考えて

「川」と名づけた。ただし、これだと

名づけたのは人間だから、やはり人間

が言葉を創ったということだ。 

表２．既成概念にとらわれる鈴木の様子（第９時） 

21 

田中 18 

佐藤 24 

田中 27 

木村 29 

板垣 35 

鈴木 38 

倉田 34 

教師 32 

43 

鈴木 15 
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更に、沢田 72は真実を語っているからこそ残った

と述べ、木村 21の意見を補足した。最後に、鈴

木 78は「今も残っていて、それにふれることが

できるということが古典の価値だ」と述べた。 

注目生徒の鈴木は、本時の授業日記に次のよ

うに記述した。 

本を、特に古典を読むことで、言葉の奇跡
である「真実を語る言葉」にふれることがで
きる。そして、ふれて賢くなることで、言葉
を正しく、大切に使うことができるようにな
る。これが筆者の最も伝えたいことだ。 

前時のものと比べると、「言葉の奇跡（何百年も

前に書かれた言葉が残っていて、今それを読んで

『わかる』ということ）」に言及して、古典を高く

評価した。しかし、「真実を語る言葉」の内容をど

こまで捉えているかがこれだけではわからない。

また、「言葉を正しく、大切に使う」という記述か

らは、言葉を道具として捉えていることが読み取

れる。夏目 18や木村 21のように、普遍性に気づ

いたとは言えない状態であった。ここまでの単元

を通して、鈴木は、言葉がただの道具ではないと

考えるようになったものの、言語観を改めるまで

には至らなかった。 

 

Ⅳ まとめと今後の課題 

 本実践において、子どもは池田氏の主張がな

かなか受け止められなかった。原因は、言葉を

情報伝達の道具だとする固定観念と、言葉とは

関係なく人間の意志は存在するという考え方に

あった。また、池田氏の文章が子どもの認識と

反対であるのに、書きぶりが断定的・高圧的だ

と子どもが感じたことも原因といえる。 

 注目生徒の鈴木は、単元序盤の授業日記で次

のように述べた。 

第４時：個人追究後の鈴木の授業日記  

「言葉は人間を支配する力をもつから、それ

（暴言）を言うその人を、必ずそんなふうにして

しまうものなんだ」とあるが、これは違う。そう

いう人だから暴言を言うのだ。人間は自分の好き

な言葉を操ることができる。また、「現代人は考え

ることをしないから、こういう考え方（言葉が世

界を創った）がほとんど理解できない」とあるが、

そんなことを考える必要なんてない。言葉は人間

が生活や人間関係をよりよくしていくための道

具で、その時代ごとのニーズやその人の心情によ

って変わっていくものだ。常に人間が支配してい

るものであるべきだ。 

人間は言葉を常に進化させてきた。言葉は人間

の道具であるべきだし、人間と共にある親しいも

のであるべきだ。今は多様性が認められる社会だ

からこそ、言葉もさまざまな場面で利用されてい

る。メールでの会話もその一つで、そこには人間

による言葉の支配がみられると思う。言葉は常に

人間と共にあり、人間と共に移り変わっていくも

のだ。 

時間 発言者 授業記録 

  

 

何百年も前に書かれた言葉が理解でき

るという奇跡にふれようということ

だ。 

筆者は、言葉を大切にしてほしいか

ら、言葉とは何かを説明してきた。強

大な力をもつ言葉のことをもっと知っ

て、よりよく使うために、古典を読む

ことを勧めている。 

古い言葉は進化しない。古典よりも、

メールなどの新しい言葉を大切にする

べきだ。 

田中君と佐藤君は本質的に同じだ。将

来のために、今のうちにいろいろな言

葉にふれて賢くなろうということだ。

「本を、古典を読みましょう」は正し

いし、佐藤君の発言もわかる。 

思想は言葉がないと成り立たない。思

想は自分たちの中にあるが、それは言

葉があるから認識できる。言葉がなけ

れば人間ではいられない。大人が賢い

と思えるのは、より多くの言葉を知っ

ていて、磨かれた感性をもっているか

らだ。それを上手に表現できることが

賢いということだ。筆者は、より人間

らしく現代を生きる力をつけてほしい

と願っている。 

古典が古典として残っているというこ

とは、その当時から評価されていた

り、美しく感じられたりしていたはず

だ。そういう言葉が何百年経っても残

るもので、今の自分たちにはない価値

観などにふれて賢くなれるものだ。 

古典に話が集中しているが、筆者の述

べている古典の価値とは何か。 

古い文章は全部古典だ。 

古い文章が全部古典であるわけがな

い。 

筆者は古典が今まで残っているという

ことがすばらしい、奇跡だと述べてい

る。 

昔書かれた本が古典として残っている

ことそのものに価値がある。書かれた

言葉が真実を語っているからこそ、古

典として残っている。残っていること

自体に価値がある。 

「何百年も前に書かれた言葉」、「真実

を語る言葉」が今も残っていて、それ

にふれることができるということが古

典の価値だ。 

表３．言語論的転回を果たす学習者（第 13 時） 

24 杉本７ 

46 

木村 21 

教師 22 

田中 30 

藤原 68 

鈴木 78 

沢田 72 

佐藤 29 

田中 12 

佐藤 13 

鈴木 15 

夏目 18 
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 その後も鈴木は言葉の重要性は認めながらも、

言葉による支配を否定し続け、言葉は人間の意志

によって使われる道具であるという主張を譲ら

なかった。 

しかし、単元を進める中で、第９時における田

中 18 や、第 13 時における夏目 18 のような認識

にたどりつく子どもが現れた。 

第９時：田中 18の発言  

僕は言葉が人間を支配している派だ。筆者は言

葉の意味について語っている。意味は存在してい

るが見えないし、どこにあるかわからない。大昔

のたった一人が創ったものでもなく、その前提と

なる共通認識が必要になる。言葉の意味は人が創

ったものではない。意味ありきの言葉で、意味を

人が創っていないのに、言葉を人が創ったという

のはおかしい。人間は依存しているというだけで、

人が言葉を支配しているわけではない。 

第 13 時：夏目 18の発言  

思想は言葉がないと成り立たない。思想は自分

たちの中にあるが、それは言葉があるから認識で

きる。言葉がなければ人間ではいられない。大人

が賢いと思えるのは、より多くの言葉を知ってい

て、磨かれた感性をもっているからだ。それを上

手に表現できることが賢いということだ。筆者は、

より人間らしく現代を生きる力をつけてほしい

と願っている。 

 彼らは、言葉こそが世界を創っていることを自

覚できたといえる。哲学的教材と、学習者主体の

問題解決的学習過程によって言語論的転回を果

たしたといえる。特に、意見交流において、当た

り前だと捉えていた言葉と意味の関係について

議論し合ったことが彼らに変容を促したことが

表２、３からわかる。 
 鈴木は、意見交流を重ねることで、「人間と言葉

は共存している」と考えるようになった。「人間が

支配している」から「共存」という言葉に変化し

たことで、彼の世界は変化したはずだが、本人は

それを自覚できていない。 
今後は、より言葉の力を感じられるような教材

や、日常における具体例を探し、単元構想とてだ

てを研究する必要がある。       （村上） 
 
 一般に、国語教科書には、小学校から高等学校

まで言語教材と呼ばれる、言語そのものを扱った

文章が掲載されている。管見の限りでは、現行の

教科書で言語論的転回にかかわる教材は、池田晶

子「言葉の力」（『伝え合う言葉 中学国語 2』教

育出版）のみである。村上は、「より挑発的」とい

う理由から、『14 歳の君へ』を生徒に提示した。

本文中の「言葉には人の認識を支配・左右する力

がある」をめぐって意見が交流された。そして、

人間が言葉を支配するのか、言葉が人間を支配し

ているのかについて、それぞれの立場から見解が

披歴される。鈴木は人間が言葉を用いるという立

場に固執している。用具主義的言語観がいかに根

強いかの証左と言っていいだろう。しかし、村上

が指摘するように、その鈴木も言葉は共存するも

のという考えに、最終的には移行していること。

また、夏目のように言葉なしには思想もないはず

で、「言葉を人が創ったというのはおかしい」と言

語観を転回させている生徒もいたことは、この実

践の成果と言っていいだろう。 
 今後の課題としては、村上は「実感」という言

葉を何度も用いているように、言語論的転回を抽

象的なレベルではなく、「実感」とともに捉えさせ

ようとしたのであった。しかし、言語教材を扱う

ばかりでなく、読むことや書くことなど具体的な

言語行為において「実感」させることが求められ

るだろう。すなわち、概念として受容するだけで

なく、言語の経験として成立させられるかが鍵と

なると考える。村上自身「本実践において、子ど

もたちは池田氏の主張がなかなか受け止められ

なかった」と述懐するように、世界は言語化され

ており、言葉が世界をあらしめているという知見

は、一般の常識からはかけ離れており、容易なこ

とではないだろう。言語論的転回の要諦は、言葉

は指示対象と一対一の対応関係にないとすると

ころにある。この認識こそが、批判の対象でもあ

るのだが、言葉が世界をあらしめるという地平に

立つことで、われわれは世界に対する見方を変更

できるであろうし、既有の認識とは別の知見に立

てることも確かであろう。思考も表現も、言語に

よってなされる以上、教育においても、言語に対

する追究をけっして断念してはならないのであ

り、言語論的転回に立つ認識の獲得とその経験を

子どものうちに成立させることが求められるの

である。               （丹藤）  
 

【付記】 

 本実践は、村上智彦による研究実践発表「言葉

の力」第 48 回生活教育研究協議会（2018 年 10
月 2 日、愛知教育大学附属岡崎中学校）にもとづ

いている。 
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